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１　は　じ　め　に

　現代韓国経済は，いわゆるＮＩＣｓ 諸国の中に位置しながら他の諸国と異な

った資本主義発展の道を辿っている。それは分裂国家という特異た状況におか

れていることにもよるが，なによりも特殊な資本主義の発展，ｒ奇蹟の経済成

長」を達した国として世界経済の中に存在していることである。前稿では現代

韓国経済は世界市場 ・国際的分業関係を再編しうる構造にまでなりつつあるこ

と，一方でアメリカの政治的 ・軍事的従属関係におかれながら他方で目本の経

済的従属関係におかれるという特殊な構造となっていること，そして日本独占

資本の国際的下請け生産構造の確立と，韓国財閥を中心とした独占の拾頭は目

本の産業部門 ・資本と競合しうる関係になっているという二極構造が特徴的で

あること，さらに韓国国民経済は，ｒ自立的」国民経済建設をめざし汰がら，外

国市場 ・輸出主導型経済構造になっているがために，国内経済の不均衡が顕著

になっていること，それは独占と非独占，輸出産業と非輸出産業，農業と工業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
たどの不均衡として生じているということであった。さらに国内での階層分化 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（６０）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；）
いわゆる資本主義的諸矛盾の累積化たとが進行しているが，本稿では現代韓国
　　　　３）

経済発展の重要な媒介となっている貿易問題に焦点をあてて分析する 。

　　１）拙稿ｒ現代韓国経済分析序論」ｒ立命館経済学』第３２巻第２号，を参照されたい 。

　　２）　「高度成長」の結果韓国経済にどのような問題 ・矛盾が生じているかは，とり

　　　あえず次を参照 。

　　　　隅谷二暑男ｒ高度経済成長の光と影」朴宇照，渡辺利夫『韓国の経済発展』所

　　　収，文真堂，１９８３年 。

　　３）　ｒ高度成長」に対する韓国学者の評価についての整理は，次を参照 。

　　　　滝沢秀樹ｒ韓国経済の高度成長とその歴史性」ｒ甲南経済学論集』第２１巻第２

　　　号 。

２　外国貿易の概況

　韓国は周知のように輸出依存型の経済構造となっている。輸出依存度（ＧＮ

Ｐ比率）を指標にすれば，１９８１年は４３．４劣の高率となっている。また輸入依存

度も５１．６労とな っており ，輸出入合計９５劣にも達している。金額にして輸出

２０９億ドル，輸入２３９億ドル，合計４４８億ドルであり ，貿易に依存する比率が

非常に高くた っている。このような貿易依存度が高く ，輸出主導型経済構造が

確立されたのは１９７０年代に入ってからである 。１９６２年からはじまっ た第１次５

か年計画を通じて産業育成，輸出基盤整備がなされていき，生産力の上昇と共

に輸出拡大が行われたのである。そして輸出の拡大は韓国経済の生産力上昇の

結果であると同時に，日本の国際的下請げ生産の確立をも意味していた 。

　韓国経済は「自立的」国民経済の確立を目標としながら他方ではアメリカ ，

目本をはじめとする先進資本主義諸国の経済的およぴ政治 ・軍事的依存を強め

ざるをえない客観的状況があ った。それは分裂国家として，反共の砦としての

韓国が特殊な地位に置かれていたからである 。しかしＮＩＣｓ 諸国の拾頭が資

本主義世界市場 ・国際的分業に多大な影響を及ほすようにた ってきた今日，韓

国経済の発展は，東アソア，東南アソア諸国経済の動向に少なからず影響を与

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６１）
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えている。さらに発展途上国のみならず目本資本主義に対しても再生産構造に
　　　　　　　　　　　１）
一定の変化を与えている。韓国経済が世界市場にどのような形態で影響を与え

ているかといえほ，第１に貿易の動向であり ，国際分業の再編である。第２に
　　　　　　　　　　　　　　２）
韓国資本による対外投資の動向である。さらに韓国人労働者による出稼ぎ労働

の存在たどである。韓国の生産力が上昇すれはするほど貿易は増大するであろ

うし，韓国の個別資本の独占化が進展すれぱするほど対外投資の拡大が可能に

たろうし，そして相対的過剰人口の増大は出稼ぎ労働の必要性を高めることに

たるであろう 。

　韓国の輸出がこれはどまでに急速に増大した原因は，　般に次の３点があげ

られている。第１に外国為替相場がウォソ安であったことである。韓国の対ド

ル為替相場は１９８０年から変動相場制を採用しているが，韓国の資本主義発展が

進行して以来この間一貫して対ド ノレ相場の切り下げが行われた。とくに，１９６０

年代に入ってからの切り下げ率は大きく７０年代は５０劣以上の切り下げであり ，

さらに８０年に変動相場制になってからもウォソ安は続いている。対ドル為替相

場におげるウォソ安は韓国の輸出競争力を増大させることになったのである 。

第２に租税優遇措置である。とくに輸出業者のための優遇は輸出の増大に寄与

することとな った。例えぽｒ１９６０年代の中頃，国内税による輸出促進が強力に

行われた。事業税の免除は，輸出財生産者に対してだけではなく ，輸出財のた

めの原材料生産者に対してもたされた。１９６６年には，特別に加遠償却許可が輸

出業者に与えられた」。「輸出促進のための税制におげる最も重要な変化の一つ

は， １９７７年６月に付加価値税が導入されたことによっ ておこっ た。 この税改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
は国内の輸出可能財に関する国内税に代わるものであった」とされている。そ

して付加価値税制を通じての輸出税の払戻しは輸出促進と恋ったのである。第

３に政府の金融政策がある。輸出増大のために，短期は輸出信用，原材料購入

信用，外貨彬態での信用供与，中 ・長期は，供給者信用，支払遅延用信用，技

術サービス信用，海外投資用信用，海外資源開発用信用などであり ，これらの

金利は。般貸出利率の４分の１から２分の１ ，すなわち　般利子率１９６５年２６％

７１年２２％，７２年１８劣，７６年１７～１９劣に一対して６～８劣の低金利であったのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２）
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る。 この輸出のための低金利政策はいわゆる重化学工業品の輸出増大に寄与し

た。 さらに１９７６年韓国輸出入銀行の設立は，ブラソト ，船舶，鉄道用車靹，そ

の他機械輸出を促進することとた った 。

　このようた政府の輸出振興政策は輸出業者に多大な利益を及ぼすと同時に輸

出拡大をもたらしたのである。政府の輸出業者への援助について朴宇煕氏は次

のように述べている。ｒ１９６２年から７８年までの輸出に対する平均援助率は ，

２３．７劣である 。たとえぱ１９７８年に１ドル（：４８７ウォソ）相当を輸出するために
，

輸出業者は１０２５ウォソ相当の税 ’金融的支援を受げていた。これは援助率が
　　　　　　　　　　　　　　　５）６）
２１２劣であることを意味している」。輸出業者に対する保護優遇措置は，ｒ国際

市場において輸出価格は国内市場よりも安価で輸出でき，輸出業者にとっ ては
　　　　　　　　　　　　　　　７）
国内市場と同じ収益率を保証する」ということになり ，国際競争力の増大に結

びついたのである。また時にはダソピソグ輸出さえ可能にもさせたことになる 。

これら３つの貿易政策が今目の韓国貿易拡大の基礎となったのであるが，次に
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注６）の付表　輸出金融の比重 （単位）１０億ウオソ

　輸出金融ｆＡ）　　国内与総輸出額　　　　　　　　　　　　信額　　　　　　Ａ

短期１中長期合計 　（・） 　（・） 　Ｂ
　１．８　　　　－　　　　１ ．８

　２．７　　　　－　　　　２ ．７

　２．５　　　　　　０．２　　　　　　２．７

　４．６　　　　０．６　　　　５ ．２

　４．９　　　　　　１ ．１　　　　　　６ ，０

１６．６　　　　　　３，７　　　　　２０ ，３

２３，４　　　　１０，６　　　　３４ ，０

３８，４　　　　１３，６　　　　５２，０

５７ ，５　　　　　２５，６　　　　　８３ ，０

８０，１　　　　　　５７．１　　　　　１３７．２

１０６，８　　　　７２．２　　　１７９ ．０

２２２．２　　　　　１５５．１　　　　　３７７．３

３５９ ．５　　　　　２４７．０　　　　　６０６ ．５

４６２．９　　　　　２９０．１　　　　　７５３ ．０

５７６．４　　　３１５．７　　　８３５ ．１

５６８．３　　　　　４８９．４　　　１ ，０５７．１

　４３ ，０

　４９ ，１

　５４，７

　７３ ．５

　１０４ ．０

　１７３ ．０

　４３１ ．７

　７０６ ．３

　９１９ ．４

１， ２０１ ．２

１， ４６３ ．０

１， ８９９ ．８

２， ８６２．５

３， ５２０ ．９

４， ３８１ ．４

５， ４７９ ．６

Ａ

Ｃ

　７
．３　　　　　　　４，１　　　　　　２４．８

　７
．８　　　　　　　７，９　　　　　　３４．５

　８，２　　　　１８，３　　　　３２
，９

　２０，６　　　　　　１６，５　　　　　　２５ ，３

　２４，６　　　　１５，９　　　　２４，４

　５７，２　　　　１８，７　　　　３６ ．９

　１０２．９　　　　　　　７，９　　　　　　３３ ．９

　２００．４　　　　　７，４　　　　５５ ．１

　２５４．２　　　　　　　９，０　　　　　　３２．６

　３９５，９　　　　１１，４　　　　３４．７

　６４７，９　　　　　１２，２　　　　　２７．６

１， ２８１，９　　　　　１９，９　　　　　２９ ．４

２， １５８，９　　　　　２１ ，２　　　　　２８．１

２， ４６９，２　　　　　２１ ，４　　　　　３０ ．５

３， ７８１ ，９　　　　　　２０，０　　　　　　２２．０

４， ８５９，３　　　　　１９ ，２　　　　　２１ ．０

（資料）『経済統計年報』

（出所）朴柄錆『韓国貿易論』経文杜（韓国），７４ぺ一ジ 。

　　　　　　　　　　　　　（６３）
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統計資料を中心にして現代韓国貿易の特徴を明らかにしていく 。

　　１）拙稿ｒ現代韓国経済分析序論」を参照されたい 。

　　２）中川信義ｒ韓国の対外直接投資と企業の多国籍化」『季刊経済研究』（大阪市立

　　　大学経済研究会）第６巻，第２号を参照 。

　　３）韓昇沫ｒ工業化と貿易政策」朴宇煕 ・渡辺利夫編ｒ韓国経済の発展』所収，５７

　　　ぺ一ジ 。

　　４）朴燗鏑ｒ韓国貿易論』，経文杜（韓国），１９８０年，６８ぺ一ジ 。

　　５）韓昇沫，前掲，６１べ一ジ 。

　　６）韓副こおげる輸出奨励政策は，輸出産業，企業に対して金融的優遇措置を講じ

　　　てきたが，次の付表は，その実態を示す一例である 。

　　７）韓昇沫，前掲，６４べ一ジ 。

３　輸出の動向

　第１表は経済開発計画期間別輸出入推移である。韓国の貿易は今や往復５００

億ドノレの観模にまで達しているが，２０年前の１９６４年には輸出はわずか１億ドル

に過ぎなかった。それが年平均３６８劣の局率で増大を続げ，今目の状況とな っ

たのである。開発期間別にみると第１次と第３次は平均４６．２，４７．６労と最も高

く， 第４次計画中は２０６劣と相対的に低くたっている。韓国は輸出工業化政策

を追及することによっ て経済成長を達成しえたのであるが，一方では国内経済

の市場拡大もたされていった。例えば，高速道路の建設，鉄道電化，石油化学

・製鉄所の建設，電源開発なとは産業基盤の整備とともに国内市場の拡大とも

たっ た。 また国家財政を通じての有効需要創出，外国援助，賃労働者の増大な

ども市場の拡大となってい った。第１次，第２次計画はまさにその時期であ っ

たのである。そして産業基盤の整備（それは米 ・目の援助などにもよっ ているが）は ，

韓国の財閥を中心とした独占的企業の生産力拡大を促がすことと狂ったのであ

る。 しかし国内市場の拡大は，韓国経済にとっ ては無制限的に生産力を拡大す

ることにはならなかった。それは第１に韓国の再生産構造それ自体が目本，ア

メリカの国際的下請げ生産的構造になったこと，第２に国家による有効需要創

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４）
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第１表経済開発計画期間別輸出入推移

　　　　　６５

△　マイナス
（単位）１００万ド ノレ

経済開発　　輸出 　　輸入期年次 額灘鑓鶴 金額 灘筆聯
　　　　　１９６２

第１次　　　６４

　　　　　　６６

第２次

第３次

第４次

６７

６９

７１

７２

７３

７５

７６

４５，８　　　　　３４．１

１１９，１　　　３７，２　　　　４６ ．２

２５０，３　　　　　４３ ．０

４２１ ，８　　　　　３３ ．４

４０４．４　　△２７，８　　　　１４ ．２

７１６，４　　　５４ ．６

　３２０，２　２７．９　　　　　　９９６，２　３９ ．１
６２２・５　３６・７　３５．１　１ ，８２３，６　２４，２　２４ ．５

１， ０６７，６　２７．８　　　　　２，３９４，３　２０ ．７

１， ６２４，１　　　　　５２．１

３・ ２２５ ・０ 　９８ ・６ 　４７．６
５， ０８１ ，０　　　　　１３ ．９

７， ７１５，３　　　５１ ．８

７７　　　　　　１０ ，０４６，５　　　　　３０ ．２

７８　　　　　　１２，７１０，６　　　　　２６ ．５

７９　　　　１５，０５５，５　　　１８ ．４

８０　　　　　　１７，５０４，９　　　　　１６ ．３

８１　　　　２１ ，２５３，８　　　２１ ．４

年平均増加率 ３６ ．８

２０ ．６

２， ５５２．０　　　　　５ ．３

４・ ２４０・３ 　６８ ・１ 　３６ ．６
７， ２７４．４　　　　　　６ ．２

８， ７７３ ，６　　　　　２０ ．６

１０，８１０，５　　　　　２３ ，２

１４，９７１ ，９　　　　　３８ ，５

２０，３３８，６　　　　　３５，８　　　　　　２４ ，７

２２，２９１ ．７　　　　　　９ ，６

２６ ，１３１，４　　　１７．２

２４ ．３

　（出所）ｒ貿易年鑑』（韓国貿易協会）ユ９８２年版

出も軍事部門優先であったこと，第３に農村から都市へ， 農業から工業への道

を進んできたとはいえ・依然として小観模経営，低賃金労働の状態である，と

いうことであ った。このことは国内市場の相対的狭隆性により外国市場依存を

強めることともな った。１９７２年からはじまっ た第３次経済計画はまさに外国市

場依存・輸出主導型経済構造の確立期でもあったのである。第３次計画期の輸

出拡大はその反映でもある 。しかし１９７４～５年世界恐慌は，奇蹟の成長，輸出

の飛躍的拡大を遂げた韓国経済にも多大な影響を与え，成長率も１９７０年代後半

には低下し・８０年にはマイナス成長すなわち縮小再生産を余儀なくさせたので

ある。そして経済成長の鈍化は輸出にも反映し，第４次計画期には前期の輸出

成長率を２７劣も下回るということにな った 。

　一方の輸入は・輸出増加率ほど大きくはないが，その伸び率は急速である
。

第１次１４．２劣，第２次２４．５劣，第３次３６．６劣，第４次２４．７劣で年平均増加率は

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５）
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２４３劣となっている。韓国は　般に工業原材料，鉱産物に恵まれておらず，加

工貿易国とならざるをえないとされている。したがって韓国は輸出主導型経済

構造を追及するかぎり ，また輸入も拡大しなげれはならない。しかし目本のよ

うに生産力段階の高い資本主義国であるのと異な って，絶対的に低い生産力水

準の下での工業化であるから，工業生産のための原材料はもちろんのこと・生

産力発展のための基礎設備，資材も輸入したげれぱたらない。第５次計画期の

今日においても輸入依存率の高さがその特徴を示している。それは原油を除い

てでもある。すなわち依然として機械設備部品などの基礎資材を輸入しなけれ

ぽならたいということである 。

　５か年計画期毎の輸出入の状況を金額，増加率でみてきたが，第２表は産業

別の輸出状況推移である。前述したように韓国の輸出は１９６４年１億１
，９００万ド

ノレであったのが８１年には２００倍弱の２１２億トルにまで達している。その産業別

状況は，いわゆる重化学工業品の比率の増大となってあらわれている・重化学

　　　　　　　　　　　　第２表産業別輸出推移　　　　　（単位）１００万ドル

　　　　食料 ・直
総輸出　　接消費財　原 ’燃料

１９６４　　　　　　１１９，１　　　　　　　２６，５　　　　　　２８．０

　６５　　　　　　１７５，１　　　　　　　２９，１　　　　　　３１ ．５

　６６　　　　２５０，３　　　　　４７，４　　　　３６ ．５

　６７　　　　　　３２０，２　　　　　　　４４，９　　　　　　４３ ．１

　６８　　　　　　４５５，４　　　　　　　５３，１　　　　　　４４ ．１

　６９　　　　　　　６２２，５　　　　　　　６５，１　　　　　　　５１ ．１

　７０　　　　　８３５，２　　　　　７９，８　　　　６６ ．６

　７１　　　　　１ ，０６７，６　　　　　　　８４，９　　　　　　６２ ．０

　７２　　１ ，６２４．１　　１２１，０　　７５ ．９

　７３　　　　　３，２２５．０　　　　　　２６８．５　　　　　　１４６ ．０

　７４　　　　４，４６０．４　　　　　　３４７．２　　　　　２４９ ．９

　７５　　　　　５，０８１ ．１　　　　　　６６９ ．９　　　　　２２３ ．８

　７６　　　７，７１５．３　　　　５８６．６　　　　３２６ ．２

　７７　１０，０４６．５　１ ，０５３．９　　３７１ ．６

　７８　　　　１２，７１０．６　　　　１ ，０４４．９　　　　　３２８ ．２

　７９　　　１５，０５５．５　　　１ ，１６６．６　　　　３５７．４

　８０　　　　１７，５０４．９　　　　１ ，２４３．８　　　　　３４９ ．０

　８１　　　　２１，２５３．８　　　　１ ，４３８．８　　　　　４５７．３

軽工業品　　　　重化学
繊緯１非繊緯工業品

　５４，３　　　　　３３，４　　　　　２０，９　　　　　１１ ，２

　９０，６　　　　　５４，８　　　　　３５，８　　　　　２３ ．９

　１４１，０　　　　　　　８０，７　　　　　　　６０，３　　　　　　　２５ ．５

　２０４．５　　１２５，２　　７９，３　　２７．７

　３１７．３　　　　　　１９３．５　　　　　　１２３，９　　　　　　　４０ ．９

　４２２．１　　　　　　２５３．６　　　　　　１６８，６　　　　　　　８４．１

　５８１ ．６　　　　　　３４１．１　　　　　　２４０．６　　　　　　１０７．２

　７６９．３　　　　　　４８６．７　　　　　　２８２．６　　　　　　１５１ ．４

１， ０８１．４　　６８１．３　　４００．１　　３４５ ・８

２， ０４３．５　１ ，２７８．３　　７６５．２　　７６７・０

２， ４１４．１　１ ，５２６．０　　８８８．０　１ ，４４９ ・１

２， ９１６．０　１ ，８４０．２　１ ，０７５．８　１ ，２７１ ・３

４， ５３６．３　２，８３７．０　１ ，６９９．３　２，２４５ ．０

５， ３８９．５　３，２３１．９　２，１５７．７　３，２３１ ・５

６， ９３１．１　４，１９０．０　２，７４１．１　４，４０６ －４

７， ７４１．９　４，７３２．８　３，００９．１　５，７８９ ・６

８， ６５０．３　５，２１５．２　３，４３５．１　７，２６１ ・８

１０，３６２．３　６ ，３６６．０　３，９９６．３　８，７３４・３

（出所）『経済統計年報』（韓国銀行）より作成

（６６）
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　　　　　　　ユ）
工業品は・前稿の主要製品別輸出推移で示したようにおよび後述の第３表でも

明らかなように鉄鋼，船舶，家庭電器，建設用機械などであり ，１９７０年後半よ

り急増したのである。まさに韓国経済のいわゆる重化学工業化と対応した輸出

構造でもある 。

　軽工業品輸出の比重は依然として高水準とな っている 。軽工業品は１９６０年代

後半から７０年代中期まで輸出全体の６０～７５劣の比率を占め韓国の輸出構造，再

生産構造の主軸であ った。この軽工業品の中でも特に比重が高いのは繊維製品

である 。今目でも輸出全体の３０劣前後と高く ，ユ９６０年代には４０劣を越すほどで

あっ た。 また食料などは輸出も増加している。日本への海産物輸出あるいは果

実類なとである。原 ・燃料部門は化学製品の原材料を除けは，主たる輸出品は

生糸であるが１これは目本の絹需要の低下，中国，フラソノレなとの国際競争力

の上昇などによっ て輸出数量の減少とな っている 。

　韓国の輸出状況を商品別に示したのが第３表である 。１９７０年から８１年までの

１０年問の推移であるが，この１０年問で輸出商品種類は大きく変わってきている 。

輸出第１位商品の繊維類は今目までも維持されているが，しかし輸出比率は年

年低下傾向をみせている。韓国の繊維輸出は，１９７０年代初めが輸出に占める比

率が最大で４０劣前後の局率とな っていた。それが１９７０年代後半からは３０劣と約

ユＯポイソトも低下している。輸出比率は低下しているが金額は大幅に伸びてい

る。１９６５年はわずか５，ＯＯＯ万ドノレにすぎなかったのが，７０年は３億４，ＯＯＯ万ド

ル， ７５年は１８億４，ＯＯＯ万ド ノレ，そして８１年には６１億８，５００万ド ノレ と巨額に達し

ている。この繊維類の中でも輸出額が大きいのは織物類，衣類であり ，目本 ，

アメリカ，東南アシア，西アシア向け輸出商品とな っている。とくに目本向げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
衣類，織物類は，いわぱ目本の国際的下請げ生産的な商品とな っている 。

　１９７０年代後半から輸出が急増したのは電子製品である 。１９８１年には総輸出の

１０．６％２２億ドル強輸出している 。１９７０年の輸出は３，ＯＯＯ万ド ノレ弱にすぎなか

ったのが，この１０年問急激に伸びたことになる。電子製品は主にテレビ受像機 ，

ラジオ受信機を主体としている。テレビ，ラジオは目本との合弁企業あるいは

技術導入によっ て生産が拡大されたのである。韓国の　般家庭でもカラーテレ

　　　　　　　　　　　　　　　　（６７）
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ビ受像機は普及しており ，国内市場の拡大と共に外国市場にも進出していった

ことになる。とくに目本との合弁企業では国内市場よりも外国市場めあての生

　　　　　　　　　３）
産状況となっている 。

　輸出第３位商品である鉄鋤ま，対目請求権資金によっ て設立された浦項製鉄

所の生産が軌道に乗ってからである 。

　目本の鉄鋼生産が１億トソの大台を割る中で韓国の鉄鋼業はさらに生産拡大

を計画している。とくに第二浦項製鉄所は最終生産目標１，２００万トソと現在の

銑鉄生産量の１５倍もの観模をめさしている。この計画が進行するとすれは韓

国はさらに鉄鋼輸出を増大するということにもなろう 。とくに韓国の鉄鋼は目

本製に対して１０劣以上も価格が低く ，いわゆる低級品，普通品におげる国際競

争力は強い。韓国が鉄鋼生産を順調に拡大していげは，目本の鉄鋼生産，鉄鋼

輸出には多大な影響を及ぼすことになろう 。だがこの第二浦項製鉄所の建設は

第１期工事（粗鋼生産能力３００万トソー１９８８年完成）だげでも１０億ドル前後の資金

を必要としている。現在の韓国の外貨事情，対外債務の増大なとの状況下で ，

１０億ドルにも及ぶ外資を導入しうるかどうか，また製鉄所を建設しても販売市

場を確保しうるのかとうかは問題もあろう 。現在の鉄鋼輸出の増大は・輸出価

格を引き下げることによっ て可能になっているのであり ，今後とも輸出を大幅

に拡大しえるかどうかは問題であろう。それは韓副こ限らずいわゆるＮＩＣｓ を

中心として鉄鋼生産が拡大していることと，先進国市場では鉄鋼需要そのもの

が大幅に増大することはありえないということからである 。

　韓国の輸出商品で数量金額とも増大しているのは合成樹脂，機械類である 。

合成樹脂は石油化学工業の発展を則提にして可能となるのであるが・韓国の石

油化学工業は国営企業を中心に生産されてきた。しかしその生産は石油精製に

示されるように１９７９年が生産のピークでそれ以降生産は停滞している・むしろ

石油化学製品は原料である原油の価格上昇が大きいことから・生産性が高く国

際競争力が高くなげれは輸出を拡大することは不可能であろう・韓国の合成樹

脂はいわゆる低級品を東南アシァ，中東諸国向けに輸出している・また機械類

は１９７９年以降５～６億トノレ輸出されているが，その内訳は，　般機械７％電

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８）
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気機械３７．４劣，輸送機械３２．３劣，精密機械５．３劣，金属機械１８％（１９８１年）とな

つてし ・る 。

　船舶は最近韓国の代表的輸出商品とな った。韓国の受注量は１９８１年１３７万ト

ンに達し・世界造船受注量の８．１劣を占めるほどにな っている。そして建造実

績は９２万９，ＯＯＯト：／と世界第２位の造船国とな った。現在の建造能力は年間

１２５万トソであるが，大字造船完工後には４１２万５，ＯＯＯトンに達する計画をも

っている 。韓国は目本造船業と同じように１９７０年代はタソカー生産が主力とな

っていた・しかし石油生産の停滞，石油需要の低迷はタンカー需要を激減させ ，

１９７３年に９５万トソ弱の受注量をもっ ていたのが８１年には２３，５３０トソと大幅に減

少したのである。そして最近の受注船は主にバラ積み運搬船，コンテナー船と

なっ ている 。１９８１年の船舶輸出は１４億ド ノレ と最高を記録したが，輸出船隻数で

は３７隻と１７７年の１０８隻に比すると大幅に減少しているのである。輸出船隻の

減少分を一隻当りの大型化によっ て輸出金額を増大させたのである。しかしこ

の船舶輸出も国産技術，国産品によっ ておこなわれているのではたく ，輸出用

船舶の韓国産機資材の使用比率は５０彩程度であり ，主要部品の大部分は目本製

である。したがって韓国の船舶生産の拡大は目本品の依存度を高めることでも

ある。また日本の部品 ・資材のみならず技術依存も大きいことから，韓国の造

船は・目本の造船独占資本を中心とした国際的分業関係の一環に組み込まれた

再生産構造ということになろう 。

　輸出第５位のはきもの類は，韓国の重要輸出品の１つである 。１９８１年の輸出

額１０億５，ＯＯＯ万ドルは総輸出の５．Ｏ劣を占めるほどである。はきもの類の中で

も革靴およびプラスチ ック靴で全体の９０劣を占めており ，輸出国はアメリカ ，

目本，イギリス，フラソス，西ドイツたどである。第２次世界大戦後の目本の

輸出品の中ではきもの類は金額的にも大きかった。それは低賃金を利用したい

わゆる労働集約的産業として国際競争力が高く輸出可能であ ったのである。韓

国におげるはきもの類は，まさに１９５０年代，６０年代前半におげる目本のはきも

の産業と同じような位置にあるといえよう 。韓国のはきもの輸出は１９６２年には

じまっ たのである。それ以降輸出が急速に拡大し，７０年代に入ってから１０年問

　　　　　　　　　　　　　　　　（６９）
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で３倍以上の生産増加があり ，輸出の比重も生産量の７２％を占めるほとである 。

したがって韓国はきもの産業の生産拡大，輸出拡大が目本のはきもの産業の衰

退を招くことになったのである 。

　さらに金属製品も輸出額が増大している部門である 。１９７０年の１，２００万トル

から８１年には５億７，ＯＯＯ万トノレ と５０倍弱の伸ぴとなっている。韓国の金属製品

は金属製洋食器，ボルト ，ナット ，アルミニウム製品，手工具類などである 。

そのうち輸出の大半を占めているのは金属製洋食器である 。１９８１年の輸出額は

約２億５，ＯＯＯ万ドノレで輸出先はアメリカ，カナダ，イギリスたどであり年率２０

劣以上の輸出増加率とな っている。この金属製洋食器類もはきもの類と同様に

目本の洋食器産業に与えた影響は大きい。目本の産地では韓国などの輸出攻勢

によっ て　般品 ・大衆品から高級洋食器の生産に移行しつつあり ，企業の倒産

や合併たどの再編成を余儀なくされている。韓国の洋食器輸出はいわゆる大衆

品であるから目本の産地との競合はさげられず，むしろ低賃金を利用した韓国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３表１０大輸出商品

１９７０ １９７５

品目
亀成遭品目

亀成上

奮品目
　　　　　　　（４０

．８）

２合　板９１．９電子製品　　　　　　　（１１
．０）

３　仮　　髪　
９０

．１鉄鋼製品
　　　　　　　（１０

．８）

４鉱産物３１．８合板　　　　　　　（３
．８）

５　電子製品　
２８．８はきもの類

　　　　　　　（３
．５）

６　果　菜類　
１９

．５遠洋漁類
　　　　　　　（２

．３）

７　はきもの類　 １７．３　船　舶　類
　　　　　　　（２

．１）

８　煙　　草　
１３

．５金属製品
　　　　　　　（１

．６）

９　鉄鋼製品　
１３

．４石油製品
　　　　　　　（１

．６）

１０ 　金属製品　
１２

．２合成樹脂
　　　　　　　　（１

．５）

１９７７

金　額
（構成比）

１繊維類３４１．９繊維類１
，８４０

．２繊維類３
，０３９ ．３

小計（構成比）

総額

１瓢
１・・…

（３６．２）　　　　　　（３０
．０）

４５３

．Ｏ電子製品　１
，０５１ ．２

（８．９）　　　　　　（１０
．５）

２３１

．４船舶類　７３３
．７

（４．６）　　　　　　（７
．３）

２０８．１　はきもの類　　５０２
．６

（４．１）　　　　　　（５
．０）

１９１．２鉄鋼製品　４５２
．４

（３．８）　　　　　　（４
・５）

１８３

．４合　板３８９
．０

（３．６）　　　　　　（３
．７）

１３７．８遠洋漁類　３３２
．１

（２．７）　　　　　　（３
・３）

１２４．１合成樹脂　３２０
．１

（２．４）　　　　　　（３
・２）

９５．４金属製品　２７３
．４

（１．９）　　　　　　（２
．７）

８８

．３機械類　２３
．０５

（１．７）　　　　　　（２
．３）

１偽
１・，・…１

７・ 瀦１ ；）

１０，０４６ ．５

（出所）『貿易年鑑』但し１９７０年の数字は原表に誤りがあり若干訂正してある

　　　　　　　　　　　　（７０）
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製品の方が国際競争力は高いということで輸出が急増したのである。しかしこ

の部門も他の発展途上諸国および杜会主義国での生産が拡大する可能性が大き

く今後は輸出拡大が大幅に増加することは困難であろう
。

　合板はかつては重要輸出品であ った。１９７０年には９，２００万ド ノレ と総輸出の１１

ガを占めていた。１９７３年には世界総輸出の２４劣と世界第１位の輸出実績をおさ

めていたほどである。しかし合板は，発展途上国を中心に原木輸出の制限ある

いは原木生産国での合板現地生産の拡大およぴ世界不況の長期化，建築需要の

停滞にあ って，最近では輸出を減少させている 。１９８１年の輸出は３億２，２００万

ドノレで総輸出の！．５劣を占めるにすぎなくな っている。合板輸出の停滞ないし

減少は，韓国合板産業に与えた影響は大きく ，１９８０年代に入っての生産量はピ

ーク年（１９７８年）の６２劣の生産量にすぎなくたっている。この韓国合板産業にみ

られるように韓国経済は輸出依存型経済構造であるが砂えに，別様に表現すれ

は国内市場が狭いがゆえに，輸出の減少は生産量そのものの削減を余儀なくさ

推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）金額１００万ド ノレ 構成比 ：％

品　　目

１９７９

金　　額
（構成比） 品　　目

１９８０

繊維類４
，５０１

．３繊維類　　　　　　　　（２９ ．９）

電子製品　１
，８０８．２　電子製品

　　　　　　　　（１２．Ｏ）

鉄鋼製品　
１， ２５９

．Ｏ鉄鋼製品　　　　　　　　（８
．４）

はきもの類　　 ７６５ ．４ 　はきもの類
　　　　　　　　（５

．１）

機械類　
６０７

．７船舶類　　　　　　　　（４
．０）

船舶類　
５１９

．５機械類　　　　　　　　（３
．５）

合成樹脂　　４５２．２合成樹脂　　　　　　　　（３
．Ｏ）

遠洋漁類　　４５６．５　タイヤ ’

　　　　　　　　（３．Ｏ）　　　　チ ューブ

合　板４４７．９金属製品　　　　　　　　（３
．０）

金属製品３４８．３合板　　　　　　　　（２
．３）

１１ ・ｌ１葦１１

）

１５，０５５ ．５

金　　額
（構成比） 品　　目

１９８１

金　　額
（構成比）

５， ０１４

．３繊維類６
，１８５ ．８

　（２８．６）　　　　　　　（２９ ．５）
２， Ｏ０３

．８電子製品　２
，２１８ ．６

（１１

．４）　　　　　　　（１０．６）
１， ８５４

．１鉄鋼製品　２
，２１３ ．４

（１０

．６）　　　　　　（１０ ．５）
９０４

．２船舶類１
，４０４．５

（５．２）　　　　　　　（６ ．７）
６１７

．６　はきもの類　１ ，０４９ ．３
　（３．５）　　　　　　　（５ ．０）
６０６．３　合成樹脂　　６０４．７
（３．５）　　　　　　　（２．９）
５７０．３　金属製品　　５７３ ．５
（３．３）　　　　　　　（２．７）
４７７

．１機械類　５６５
．７

（２．８）　　　　　　　（２ ．７）
４４３．１　窯業製品　　５１６ ．８
（２．５）　　　　　　　（２．５）
３５２．２　タイヤ ・　　　　　４５９ ．！
（２．Ｏ）　　　　チューブ　　　（２．２）

１２・鵠 １１

）

１７，５０４．９１

１５

・織
）

２０，９９２．６

（７１）
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れるということである。いわぱ外国市場依存から国内市場依存に転換できたい

ところに韓国経済の脆弱性があるのである 。

　１９８０年，８１年と輸出金額４億ドルを超えたのがタイヤ，チ ューブである。韓

国でのタイヤ生産は自動車および自転車用で１９８０年が生産のピークとなってい

る。 自動車タイヤは，アメリカに代表されるように自動車生産の停滞が新規需

要を減少させているが，韓国でのタイヤ生産も１９７０年代は順調に生産力を増大

させたが８０年代に入って生産は停滞ないし低下しているのである。それは合板

などと同様に輸出の減少の結果である。輸出減少のもう一方の要因は，原材料

価格の上昇，名目賃金の上昇などによっ て輸出価格を引上げたことである。タ

イヤ，チューブ生産は先進資本主義国ではもちろんのこと発展途上国の多くの

国が生産をおこ汝っている。韓国の従来のタイヤ輸出増大はまさに国際価格よ

りも低価格でおこたうことによっ て可能とたった。それが コスト上昇によっ て

輸出価格を引き上げたことにより国際競争力が低下したのである。韓国の輸出

後退はより国際競争力の強い他の発展途上国あるいは杜会主義国の輸出拡大の

結果でもあろう 。

　目本製品と欧米市場で競合している韓国商品に玩具がある。かつて玩具は目

本の代表的輸出品の一つであったが，今目では韓国および香港が急速に輸出を

拡大しつつある。韓国の輸出玩具は人彩，縫製品，金属加工品などであるが ，

　般に低賃金を利用した低価格品とたっている。テザイソ，性能なども目本製

を模倣したものやあるいは目本玩具の下請げ的生産から発展した玩具が多い 。

したがって最新の玩具（たとえぱ電子玩具）たどでは技術的に遅れがあり ，先進

国市場への進出も一定の限界がある。それ故により労働集約的な低賃金を利用

した玩具に特化する傾向があるのである 。

　洋食器と同様に日本品と競合しているのが陶磁器である 。韓国陶磁器は１９６０

年代に入って成長した産業部門で輸出も同時期からおこなわれるようになった 。

輸出先はアメリカ，西ドイツ，フラソスなどであるが，この陶磁器も玩具や洋

食器同様に低価格の　般品 ・大衆品が多い。かつて目本の陶磁器は現在の韓国

と同様に安価た商品を輸出していた。しかし新たに陶磁器産業に参入する国の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２）
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出現や技術開発などによっ て目本国内の陶磁器生産それ自体が集約化され，大

資本を中心に生産されるようにな ってきた。それがさらに労働生産性を増大さ

せあるいは技術開発を進めた結果，いわゆる中級品，高級品においても国際競

争力を高めることが可能になったのである。韓国での陶磁器生産はまさに低付

加価値商品の生産をおこなわざるをえないような国際的分業関係に組みこまれ

ていることになる 。

　韓国の輸出商品では農産物および水産物たどもある 。農産物は１９７９年５ ，ＯＯＯ

万ド ノレを輸出していたが，１９８１年は３，ＯＯＯ万ド ノレ弱と減少している。しかし水

産物は１９７９年２億２，ＯＯＯ万ド ノレ，８１年２億４，５００万ドルと増加傾向にある。韓

国の水産物輸出の７０劣は目本向けで，マグ ロ， フグ，ハマグリ ，ノリなどであ

る。 とくにマクロ は目本の中古漁船を輸入しての遠洋漁業によるもので目本漁

業との競合あるいは目本漁業への侵食の強い部門である 。

　その他，韓国の輸出品は運動具類，楽器類などでいずれも輸出拡大している

部門である。運動具，楽器などは目本においても中小企業を中心にして輸出産

業として拡大してきた部門であるが，韓副こおける大衆品を中心とした生産拡
大， 輸出拡大は目本の同種産業に与えた影響も大きい 。

　第４表は韓国商品輸出の価格指数推移を示したものである 。１９７５年を１００と

すると１９８１年は総指数で１７７・８と６年　　　　第４表輸出価格指数推移

問で７７．８の大幅増加とな っている 。　　　　　　　　　　　　（１９７５：１００）

とくに価格上昇が大きいのは繊維品で

９１．７の増加である。輸出価格指数は韓

国ウォソで計算されているので，ドル

価格での上昇はこれほど大きくはない

が， いずれにせよ価格上昇は韓国の輸

出競争力を弱めることになる。繊維の

場合は輸出価格の上昇にもかかわらず

輸出額が伸びているのは，韓国繊維品

がそれまで国際価格よりも大幅に下回　　 （出所）曜済統計年報』（韓国銀行）より作成

　　　　　　　　　　　　　　　　（７３）

総指数
繊維 ・ 金属 ・金 機械 ・

同製品 属製品 同部品

１９７１ ７７．３ ６９ ．７ ５０．９ １４８ ．１

７２ ７９ ．５ ７８ ．１ ５７．０ １３３ ．５

７３ ９３ ．６ ９７．８ ７４．８ １１３ ．９

７４ １０１ ．８ １０１ ．４ １１３ ．９ １０１ ．２

７５ １００．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００．０

７６ １１２．８ １１４ ．５ １０５．３ １０５ ．０

７７ １２０．２ １２２．７ １１０ ．６ １０６ ．８

７８ １３７．２ １５２．１ １２８．６ １０６ ．７

７９ １６ユ ．２ １７９ ．５ １４６ ．Ｏ １２１ ．９

８０ １６８．７ １７８．９ １５６ ．Ｏ １２９ ．Ｏ

８１ １７７．８ １９１ ．７ １６２．２ １３０．３
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った輸出価格を設定していたがためである。しかし一部絹織物あるいは生糸な

どは韓国よりもさらに低輸出価格を設定している中国たどによっ て輸出市場を

奪われつつある 。

　輸出価格の上昇率が小さいのは機械などである。それは電気機械，家庭電器 ，

船舶なども含んでいる。これらの部門で価格上昇が小さいのは，労働生産性が

それだげ上昇していることと，労働強度が増大していることからである。韓国

の消費者物価上昇率は１９７５年を１００とすると８１年は２７２．９となっている。物価

上昇率よりも輸出価格上昇率が低くなっているのは，前述のように輸出産業 ，

輸出企業に対しては税制上の優遇措置，資金顧資での優遇などがあるというこ

とと，労働生産性の上昇，労働強度の増犬によっ てカバーしうるということた

どがその原因であろう 。

　韓国の輸出産業，商品種類および輸出価格の状況をみてきたが，その特徴は

韓国の輸出構造は１９５０年代および６０年代前半の目本の貿易構造と類似性をみせ

ていることである。第２次世界大戦後の目本貿易は生産力の復興のための原材

料， 機械をアメリカ中心に輸入し，低賃金を利用したいわゆる労働集約的部門

である繊維製品，雑貨，洋食器，陶磁器，玩具などが主要輸出品であ った。や

がて「高度成長期」を通じていわゆる重化学工業部門の輸出が増大し，今目で

は技術革新の最先端をいく産業を中心とした輸出構造にな っている。韓国の輸

出構造は「高度成長期」と「生産力復興期」の目本の輸出構造を混在したよう

な移態とな っている。異なる点は目本の生産力発展は自止的国民経済移成への

道であり帝国主義的膨張政策への道であった。しかし韓国の場合は，自立的国

民経済移成を志向しながら，戦後世界経済の枠組みあるいは世界政治状況下に

規定され，アメリカおよび日本の従属的経済構造の形成を余儀なくされている

ことである。このことは韓国輸出構造が目本と類似性をみせても近い将来今目

の目本経済の生産力水準にまで到達することが困難であるということを意味し

ている。韓国経済は一方で生産力の高い産業部門（いわゆる在来型重化学工業部

門）の発展による世界市場進出ともう一方で目本，アメリカの国際的下請げ生

産構造という両極が表われているのであり ，さらに低労賃，低労働条件でのい

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７４）
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わゆる労働集約的産業の輸出拡大という形であらわれてくるということになる

のである 。

　　１）拙稿ｒ現代韓国経済分析序論」

　　２）拙著ｒ日本繊維産業と国際関係』法律文化杜，１９８４年，の第６章ｒ韓国繊維産

　　　業と国際関係」を参照されたい 。

　　３）本章の以下の統計数字の多くはｒ貿易年鑑』（韓国貿易協会）に負 っている 。

４　輸入の動向

　韓国の貿易は一貫して輸入超過とな っている 。１９７９年には最大て４３億９ ，５００

万ド ノレ，８０年にも４３億８，４００万ドルの巨額の赤字を出すにいた っている。韓国

はこの巨額な輸入超過を借款や援助あるいは海外からの出稼ぎ労働者の送金な

どによっ て補ってきたのである。韓国は輸出依存型あるいは輸出主導型経済構

造といわれているが，その背景には輸出を上回る商品輸入がその構造を作り出

しているともいえるのである 。

　この韓国の輸入状況を商品別に示したのが第５表である。韓国の商品輸入は

１９８１年２６１億ドルと世界貿易に占める比率も１．３７％にも達するほどにな ってい

る。 輸入は輸出と同様に１９６０年代は極めて少額でしかなかった。１０億ドルを越

えたのが１９６８年でその１０年後には１００億トノレを突破している 。１９７０年代だげで

も輸入の増加率は年平均２７形の急増である。輸入の商品の中で比率が最も高い

のは鉱物性燃料すなわち原油である 。１９７１年には１億８，９００万ド ノレ総輸入の７．９

刎こすぎなかったのが，８１年には７７億６，５００万ド ノレ２９．７％にも達している 。原

油価格がこの間に大幅に上昇しているとはいえ輸入数量も大幅に増加している

からである。韓国のニネルギー事情は，石油火力発電に依存している。重化学

工業化の進展あるいは民問におげる家電製品の普及は電力需要を増大させ原油

の輸入増加につながったのである。韓国は他の先進資本主義国，発展途上諸国

と同様にこの原油輸入が貿易収支の大幅な赤字を生み出す一因とな っている 。

　原油の次に輸入額が多いのは機械 ・運搬機器である。第６表の１０大輸入商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７５）
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第５表商品類別

１輸入総額 　食料品 原材料 煙　　　草 鉱物性燃料

１９７１ ２， ３４９．３（１００．Ｏ） ３９９．５（１６．７） ４６２．７（１９ ．３） ３． ８（０．２） １８９．４（７．９）

７３ ４， ２４０．３（１００．Ｏ） ５６９．６（１３．４） ９１０．５（２１ ．５） ６． ３（０．２） ３１２．５（７．４）

７５ ７， ２７４．４（１００．Ｏ） ９４６．６（１３．０） １， ２４９．９（１８．２） １０．７（Ｏ．２） １， ３８７．１（１９ ．１）

７７ １０，８１０．５（１００．Ｏ） ７１６．７（６ ．６） １， ９４４．２（１８．Ｏ） ３４．２（Ｏ．３） ２， １８５．８（２０ ．２）

７９ ２０，３３８．６（１００．Ｏ） １， ４３１．９（７．０） ３， ２６０．３（１６．０） ７０．７（０．３） ３， ７７８．６（１８．６）

８０ ２２，２９１ ．７（１００．Ｏ） １， ７８８．５（８．Ｏ） ３， ６３４．４（１６．３） ８４．９（Ｏ．４） ６， ６３７．７（２９ ．８）

８１ ２６，１３１ ．４（１００．０） ２， ７２０．５（１０．４） ３， ６３０．１（１３．９） ６７．５（０．３） ７， ７６４．５（２９．７）

年平均
増カロ率

２７．Ｏ ２１ ．１ ２２．９ ３３ ．３ ４５．０

（出所）「貿易年鑑』

第６表　１０大輸入商品

１９７０ ７５ ７８

品目１金額 　品目１金額 　品目 　金額
１　　米　　１４５．４原　　油１

，２７１

．２原　　油２
，１９０．１

　　　　　　（７．３）　　　　　　　（１７．５）　　　　　　　（１４
．６）

２原　木１２５．４有機化合物３３９．０原　木６４５
．４

　　　　　　（６．３）　　　　　　（４．７）　　　　　　（４
．３）

３　原　　　油　　１２５．３　小　　　麦　　２９３．６有機化合物　　５９０．０

　　　　　　（６．３）　　　　　　（４．０）　　　　　　（３
．９）

４繊維機械　　８０．８原　　木　　２６９．１原　　綿　４４７．５

　　　　　　（４．１）　　　　　　（３．７）　　　　　　（３
．０）

５小　麦７９．５原　綿２４９．０自動車 ・部品４１５
．９

　　　　　　（４．０）　　　　　　　（３．４）　　　　　　　（２
．８）

６車　　靹　７０．Ｏ船　　舶　２４５．６船　　舶　４０１
．３

　　　　　　（３．５）　　　　　　　（３．４）　　　　　　　（２
．７）

７鉄くず　６１．８　米　　１９５．１半導体３８５
．２

　　　　　　（３．１）　　　　　　　（２．７）　　　　　　　（２
．６）

８　有機化合物　　６１．７　光　電　管　　１８７．２　原　　　皮　　３４８．９

　　　　　　（３．１）　　　　　　（２．６）　　　　　　（２
．３）

９化繊糸　５７．５砂　　糖　１８５．３プラスチ ヅク類　２９１
．６

　　　　　　（２．９）　　　　　　（２．６）　　　　　　（１
．９）

１０加工機械　　５５．０繊維機械　１６７．１内燃機関　２８０．３

　　　　　　（２．８）　　　　　　　（２．３）　　　　　　　（１
．９）

小計

総額

８６２．４

（４３ ．５）

１， ９８４．０

（１００．０）

３， ４０２．６

（４６．８）

７， ２７４．４

（１００．Ｏ）

５， ９９３．１

（４０．５）

１４，９７２．６

（１００．０）

（出所）ｒ貿易年鑑』

推移にも示したが商品種類としては船舶，原動機，航空機である。このうち船

舶は１９８１年８億７，３００万ド ノレを記録しているが，その多くは目本からの中古船

輸入である。貨物船および漁船がそれである。貨物船は，賃金の安い韓国船員

を使用して世界海運に乗り出そうとしているのであり ，また漁船は，主に遠洋

　　　　　　　　　　　（７６）



輸入推移

韓国の貿易と国際収支（岩田）　　　　　　　　　　　　７７

　　　　　　　（単位）１００万ドル　（）内構成比劣

動植物油月旨 イヒ学製品 原料製品 機械 ・運搬機器 雑製　品 特殊取扱品

２１ ．３（Ｏ ．９） ２０１．Ｏ（８．４） ３６３ ．３（１５ ．２） ６８５ ．４（２８ ．６） ６６ ．９（２ ．８） １． Ｏ（一）

３８．０（Ｏ ．９） ３４９．９（８ ．１） ７７２．９（１８ ．２） １， １５６ ．８（２７ ．３） １２９ ．５（３ ．１） Ｏ． ５（一）

５２．８（０．７） ７９０ ．４（１０．９） ８６５ ．５（１！ ．９） １， ９０９ ．２（２６ ．３） １８７．７（２ ．６） ２． ６（一）

８５ ．７（Ｏ ．８） ９９１．３（９ ．２） １， ５２５ ．４（１４．１） ２， ９５０．３（２７．３） ３６１ ．５（３ ．３） １２．９（Ｏ ．１）

１５１ ．７（Ｏ．７） ２， Ｏ０８．８（９ ．９） ２， ７２２ ．３（１３ ．４） ６， １２４．９（３０ ．１） ７１７．９（３ ．５） ７１ ．Ｏ（Ｏ ．４）

１１８ ．５（Ｏ ．５） １， ８３５．４（８ ．８） ２， ４３６ ．４（１０ ．９） ４， ９７６ ．７（２２ ．３） ６８６ ．１（３ ．１） ９３ ．１（Ｏ ．４）

１３６ ．７（０ ．５） ２， １０８．８（８．１） ２， ７７５ ．３（１０ ．６） ５， ９９９ ．５（２３ ．Ｏ） ７８７．３（３ ．Ｏ） １４１ ．１（Ｏ ．５）

２０ ．４ ２６ ．５ ２２ ．５ ２４ ．２ ２８ ．Ｏ １０６ ．５

推移 （単位）１００万ドル　（）内構成比％

７９

品　　目

原　　　　油

原　　　木

有機化合物

半　導　体

原　　　綿

圧電用 コイル

プラスチ ック

　　　製品
工作機械
航　空　機
トウモロコシ

　　　飼料

金　額
３， １０３ ．６

（１５ ．３）

９６３ ．８

（４ ．７）
９５４．８

（４ ．７）
４６８ ．Ｏ

（２．３）
４６１ ．６

（２ ．３）
４４０ ．Ｏ

（２．２）
４２６ ．８

（２ ．１）
４１８．８

（２．１）
３９５ ．３

（１ ．９）
３６４ ．５

（１ ．８）

７， ９９７．５

（３９ ．３）

２０，３３８ ．６

（１００ ．Ｏ）

８０

品　　目

原　　　　油

原　　　木

原　　　綿

砂　　　糖

船　　　　舶

圧電用 コィル

原　動　機
石炭 ・コークス

トウモ厚コシ

　　　飼料
小　　　麦

金　額
５， ６３８ ．２

（２５ ．３）

８７７ ．４

（３ ．９）
６２４ ．１

（２ ．８）
４９１ ．９

（２ ．２）
４７２ ．Ｏ

（２ ．１）
４６３ ．２

（２ ．１）
４５１ ．２

（２ ．Ｏ）
４４８ ．２

（２ ．Ｏ）
３８２ ．Ｏ

（１ ．７）
３６６ ．６

（１ ．６）

１０，２！４ ．８

（４５ ．８） １

２２，２９１ ．７

（１００ ．Ｏ）

８１

品　　目

原　　　　油

　　米

船　　　舶
石炭 ・コークス

原　　　木

原　　　綿

原　動　機
トウモロコシ

　　　飼料
砂　　　　糖

航　空　機

金　額
６３７５ ．７
ヒ２４ ．４）

１０８５ ．５

ヒ４ ．２）
８７３ ．Ｏ

（３ ．３）
８１７ ．７

（３ ．１）
６７７ ．２

（２ ．６）
６２４ ．１

（２ ．４）
５６３ ．７

（２ ．２）
４６１ ．２

（１ ．８）

４２７．２

（１ ．９）

４１９ ．６

（１ ．６）

１２，３２４ ．９

（４７．２）

２６ ，１３１ ．４

（１００ ．Ｏ）

漁業用の小型船で日本へのマグ ロ輸出を目的としている。航空機は大韓航空の

国際線での運航拡大のためで，大型機および中古機などを買入れている 。

　さらに輸入が増大しているのは食料品である 。米は１９７０年には輸入第１位を

記録しており ，８１年も第２位商品とな っている 。その他８１年にトウモロコシ飼

　　　　　　　　　　　　　（７７）



７８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第１号）

料， 砂糖が第８位，第９位と輸入量が増大している 。１９８１年の食料品の輸入額

は２７億２，ＯＯＯ万ド ノレ，総輸入額の１０．４〃こ達している。韓国の食料輸入額は朴

政権の下での第１次５か年計画次以降一貫して輸入比率を高くしている。韓国

の食料品輸入の増大は目本の状況と類似性をもっ ている。目本農業はｒ高度成

長期」を通じて米作中心の農業に転換を迫られたのであるが，韓国農業もアメ

　　　　　　　　　　　　　第７表　用途別輸入推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）１００万ドル　（）内構成比％

＼輸入総額 鱗毒業轟資本財 鰍購費喬
１９７１

　７３

　７５

　７７

７８

７９

８０

８１

年平均増加率

２， ３９４．３　　　　　　４１２ ．７

　（１００．０）　　（１７．２）

４， ２４０．３　　　　　　５９４．２

　（１００．Ｏ）　　（１４．０）

７， ２７４．４　　　　　９６９ ．２

　（１００．Ｏ）　　（１３ ．３）

１０，８１０．５　　　　　７７２ ．４

　（１００．０）　　（７．２）

１４，９７１ ．９　　　　　１ ，０１４．８

　（１００．Ｏ）　　（６ ．８）

２０，３３８．６　　　　　１ ，６２３ ．７

　（１００．Ｏ）　　（８ ．０）

２２，２９１ ．７　　　　　２，０２７．４

　（１００．Ｏ）　　（９ ．１）

２６ ，１３１．４　　　２，９４４ ．３

　（１００．Ｏ）　　（１１ ．３）

２６ ．４ ２２ ．１

１， ２１２．０　　　　　　６７９ ．８

　（５０．６）　　（２８．４）

２， ３３２．４　　　　　１ ，１３２．８

　（５５．０）　　（２６ ．７）

４， １６３ ．４　　　　　１ ，９２９ ．４

　（５７．２）　　（２６ ．５）

６， ６３４．８　　　　　２，９９５ ．３

　（６１．４）　　（２７．７）

８， ３２１ ．８　　　　　５，０５８．３

　（５５．６）　　（３３．８）

１１ ，６９２．８　　　　　６ ，３１６ ．１

　（５７．５）　　（３１ ．１）

１４，４８０．９　　　　　５，１２２ ．５

　（６５．０）　　（２３．Ｏ）

１６，２６３．９　　　　　６，１６１ ．６

　（６２．２）　　（２３．６）

２８．８ ２４．０

１７，９　　　　　　　　７１ ．９

（Ｏ．７）　　（３ ．Ｏ）

２４．９　　　　　　　１５５ ．５

（Ｏ．６）　　（３ ．７）

２３ ．５　　　　　　　１８５ ．５

（Ｏ．３）　　（２．６）

４１ ．６　　　　　　３６６ ．３

（０．４）　　（３ ．４）

６４．１　　　　　５１２．８

（Ｏ．４）　　（３ ．４）

８１ ．５　　　　　　　６７４ ．５

（Ｏ．４）　　（３ ．３）

７８．７　　　　　５８２．２

（０．４）　　（２．６）

１２２．６　　　　　　　６３９ ．７

（０．５）　　（２．４）

５６ ．３ ２３ ．２

（出所）ｒ貿易年鑑』

第８表原材料の

総　　計 原材料 生ゴム 原　　木 ノくノレプ

１９７１ ２， ３９４．３（１００ ．Ｏ） １， ２１２．Ｏ（５０ ．６） ２０．２（０ ．８） １５３．７（６ ．０） ３７．３（１ ．６）

７３ ４， ２４０．３（１００．０） ２， ３３２．９（５５．Ｏ） ４６．７（１ ．１） ３１１ ．９（７．４） ７０．４（１ ．８）

７５ ７， ２７４．４（１００．Ｏ） ４， １６３ ．４（５７．２） ５７．９（Ｏ ．８） ２６９ ．１（３ ．７） ７４．８（１ ．３）

７７ １０，８１０．５（１００．Ｏ） ６， ６５６．０（６１ ．６） １１７．８（１ ．１） ５３４．８（５ ．０） １００．８（Ｏ．９）

７８ １４，９７１ ．９（１００．Ｏ） ８， ３３８．Ｏ（５５ ．７） １０９．８（Ｏ．７） ６５９ ．３（４．４） １２１ ．２（Ｏ．８）

７９ ２０，３３８．６（１００．Ｏ） ！１ ，６９１ ．Ｏ（５７．５） １５６ ．１（Ｏ ．８） ９７５ ．５（４．８） １７５．５（０．９）

８０ ２２，２９１ ．７（１００．０） １４，４７９．６（６５ ．Ｏ） １８０．１（０．８） ８７７．４（３ ．９） ２５５．８（１ ．１）

８１ ２６，１３１ ．４（１００ ．Ｏ） １６，２１４．７（６２．１） １５５ ．３（Ｏ ．６） ６７７．２（２．６） ２４７．５（Ｏ．９）

年平均
増カロ率

２７．Ｏ ２９ ．６ ２２．６ １６ ．０ ２０．８

（出所）『貿易年鑑』ただし構成比は原表に数字上の誤りがあり訂正してある

　　　　　　　　　　　　　　　（７８）



　　　　　　　　　　　　韓国の貿易と国際収支（岩田）　　　　　　　　　　　　７９

リカ従属の下で，アメリカの過剰農産物受入れ，自国農業破壊への道を余儀な

くされたのである。戦後の韓国農業は目本の農地改革と異なって極めて不徹底

な農地改革の下で始められた。零細小作層が温存されたのである。そこにアメ

リカ過剰農産物が流入し，さらにアメリカ軍人のための野菜生産なども強制さ

れ， そして生産力発展，工業化の推進あるいは軍隊の維持のために農村からの

遇剰人口が吸い上げられていくこととなった。やがて韓国農業は目本農業と同

様に主食農産物それ自体も供給できないようになり ，結局は輸入に仰ぐことと

なっ たのである。そして韓国においても食生活の洋風化が進行しつつあり ，食

料をより外国に依存せざるをえない状況を作り出しているのである
。

　その他輸入が増大しているのは原木，原綿である。原木は従来から韓国での

生産量が絶対的に少ないことから外国に依存しなけれはならなかった。それが

工業化の進展の中で合板産業が発展し，また建設需要が増大するとともに原木

輸入量も増大したのである。原綿は韓国綿紡績業の発展にともなうものである 。

１９７０年代に入ってからの綿紡設備の増大，綿糸およぴ綿混紡糸生産の拡大は原

綿輸入を増大させた。しかし１９８０年代に入ってからは綿紡績生産の拡大も緩や

かにたり原綿輸入量も停滞しつつある 。１９８０年，８１年は金額的には６億２，４００

万ドルと同一となっているが，原綿輸入量は８１年には減少している。輸入量の

減少にもかかわらず輸入金額が同一なのは原綿輸入単価が上昇したからである 。

輸入推移 （単位）１００万ド ノレ　（）内構成比％

羊　　毛 原　　綿 イヒ　繊 鉄くず 原　　油 イヒ学品

１０．９（Ｏ ．５） ８４．６（３ ．５） ３７．２（１ ．６） ５３ ．５（２．２） １７４．Ｏ（７．３） ２００．３（８．４）

５４．３（１ ．３） １２．７（２．７） ８３ ．５（２．Ｏ） ７４．３（１ ．８） ２７７．４（６ ．５） ３４３．Ｏ（８．ユ）

４２．７（Ｏ ．６） ２４９ ．Ｏ（３ ．４） ３８．９（０ ．５） ユ０２．８（１ ．４） １， ２７１ ．２（１７．５） ７８９．８（１０．９）

７６．８（Ｏ ．７） ３７３．９（３ ．５） ２９ ．０（Ｏ ．１） １４７．７（１ ．４） １， ９３１ ．３（１７．７） １， Ｏ０４．１（９．２）

９３．３（Ｏ ．６） ４４７．５（３ ．Ｏ） ２４．２（Ｏ．２） １７１ ．２（１ ．１） ２， １９０．１（１４ ．６） １， ２９７．５（８．７）

１１８．５（Ｏ．６） ４６１ ．１（２ ．３） ４３．Ｏ（Ｏ ．２） ２２２．Ｏ（１ ．１） ３， １０９ ．Ｏ（１５ ．３） ２， Ｏ０８．９（９．９）

１１９ ．１（０ ．５） ６０４．１（２．７） ３８．９（Ｏ ．２） ２８６．２（１ ．３） ５， ６３８．２（２５ ．３） １， ９３５．５（７．Ｏ）

ユ５５ ．７（Ｏ．６） ６２３．６（２．４） ４９ ．７（Ｏ．２） ２２９ ．８（Ｏ ．９） ６， ３７５ ．７（２４．４） ２， １０８．８（８．１）

３０ ．５ ２２．１ ２． ９ １５ ．７ ４３ ．４ ２６ ．５

（７９）



８０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第１号）

１９８０年代に一入っての綿紡績の生産停滞が日本への綿糸ダソピソグ間題としてあ

らわれたのでもあ った 。

　韓国の輸入商品は以上の他に機械，家庭電器，船舶，自動車なとの部品を大

量に輸入している。前述のように船舶では約５０劣の部品を目本に依存している 。

家庭電器や他の輸送用機械でも同様で韓国の現在の技術水準およぴ生産体系で

は外国に依存せざるをえなくな っている。韓国の経済構造すなわち輸出依存型

構造は，輸出をおこなうためには原材料のみならず機械機器，部品類まで外国

から輸入しなげれぱならなくな っている。第７表，第８表は，用途別輸入状況

推移と原材料別輸入状況を示している。韓国の輸入商品は食料なとの直接消費

財は１９８１年１１．３劣，製造工業用の原材料，機械部品類は８８％と圧倒的に製造工

業生産のための輸入となっている。第７表に示されるように工業用原料の輸入

増加率は年平均２８．８労と高率にたっている。資本財（機械機器，部品など）も平

均２４．Ｏ劣の増加率である。さらに原材料だげを取り出してみれぱ，原油，化学

品およぴ繊緯原料が輸入を増大させている。韓国の輸出を増大させるためには ，

原材料，機械機器の輸入もまた増大するということになろう 。

　この状況を示したのが第８表輸出の輸入誘発度および金額である 。１９７５年か

ら８１年までの状況を示しているが輸出の輸入誘発度はいずれの年も３５％を越え

ている。国内での消費などを全く無視するとすれば，輸出総額から輸入誘発額

を差し引いた金額が国内での付加価値生産額となる。輸入誘発額との差が大き

げれぱ大きいほど，また輸入誘発度が小さげれば小さいほど付加価値生産額は

大きくたり ，国内のストックは増大するということになろう。しかし韓国の場

合， 高価格の原材料，部品を輸入し，一方で国際競争力を強化するために低価

区　分

第９表輸出の輸入誘発度および金額

年次　 １９７５ ７６ ７７ ７８ ７９

（単位）１０億ウォソ

８０ ８１

輸出総額　Ａ　　２，４５９．２３，３４３．１３，９７５．９４，５４４・０４
・５０４・０４・９７５・０５・９０４’０

輸入誘発額　　Ｂ　　　　９１５．０　１ ，２６７．９　１ ，４７５．９　１ ，６００．０　１ ，６１８．０　１ ，８２１．０　２，１５０．０

輸入誘発度Ｂ／Ａ（％）　　３７，２　　３７，９　　 ３７，１　　 ３５ ，２　　 ３５ ，９　　 ３６ ，６　　 ３６ ．４

（出所）「貿易年鑑』

（注）ユ９７５年不変市場価格を基準

（８０）
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格で輸出するという構造のために貿易収支を改善しえない一因が存在している

のである 。

　韓国の貿易収支の赤字基調は，韓国の再生産構造，輸出依存型構造が一因で

あるが，輸出競争力を強化しているのは，一方で装置産業，労働生産性の高い

産業の存在と，多方での低労賃を利用したいわゆる労働集約型産業の存在があ

るということであ った。輸出競争力は同一商品であるたら凄価格によっ て規定

される。韓国では国際価格以下で輸出可能にするために政府の輸出奨励政策が

あり ，そして低労賃の存在というものがある。しかし第４表で示したように最

近は輸出価格が上昇煩剛こある。世界的なイソフレーショソの進行，また韓国

国内におげる急速なイソフレーショソ，そして名目労賃の引き上げは コストの

上昇となり ，輸出価格の引き上げを余儀なくさせている。さらに コストを上昇

させているのは輸入価格の上昇である。第１０表は輸入価格指数の推移である
。

１９７５年を１００とすると８１年は１８５．５と大幅に上昇している。とくに上昇幅が大

きいのは鉱物性燃料 ・石油である。韓国の原油輸入は，１９８１年に輸入総額の

２４．４劣を占めている。その他石油関連の原材料を含めると輸入総額の３０％にま

で達する 。１９７１年は輸入総額の７．３劣にすぎなかったのであるから，原油輸入

の増大は韓国国際収支を悪化さ昔る大きな原因とたったのである。しかしこの

原油を除くと繊維品，化学製品，金属品なとは，総平均よりも小さい上昇率に

　　　　　　　　　　　　第１０表　輸入価格指数推移（１９７５：１００）

総指数 繊維品 化学製品　　金属品 機械 ・同部品 鉱物性燃料

１９７１ ５５ ．６ ６２．０ ５８ ．６ ５７．３ ７１ ．２ １５ ．８

７２ ５５ ．６ ７５ ．１ ５６ ．９ ５７．７ ７３ ．２ ２１ ．８

７３ ７３ ．０ ！３２．３ ７４ ．Ｏ ８１ ．３ ８４ ．２ ２８ ．９

７４ １０５ ．Ｏ １２７．６ １１１ ．６ １１７．１ ９３ ．６ ９４ ．８

７５ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００．０ １００．Ｏ

７６ １０３ ．Ｏ １２４ ．１ ９６ ．４ １０１ ．６ １０２ ．９ １０６ ．４

７７ １０３ ．９ １２０ ．５ ９０ ．１ １０３ ．７ １０７．Ｏ １１３ ．６

７８ １０８．４ １２５ ．２ ８７．１ １１４ ．８ １１１ ．Ｏ １１７．９

７９ １３７ ．３ １４２ ．６ １２８ ．７ １３５．９ １１９ ．５ １６３ ．Ｏ

８０ １７５ ．２ １５９ ．Ｏ １４３ ．３ １４６ ．４ １３６ ．４ ２７８ ．９

８１ １８５ ．５ １５８．５ １４１ ．５ １３９ ．１ １５４ ．６ ３１５ ．６

（出所）『経済統計年報』（韓国銀行より）作成

（８１）



８２ 立命館経済学（第３３巻 ・第１号）

　第１１表　原油輸入推移

価　　格 数　　量 金　　額
ドル／１バーレル （１００万バーレル） （１００万ドル）

総輸入に占める比
　（％）

１９７３ ２． ９５ １０３ ．２ ３０５ ７． ２

７４ ９． ８０ １１２．７ １， １０５ １６ ．１

７５ １１ ．２８ １７１ ．８ １， ３２８ １８．３

７６ １１ ．９３ １３２ ．４ １， ５８０ １８．０

７７ １２．９４ １５４．５ ２， ０００ １８．５

７８ １３．０６ １６６ ．５ ２， １７４ １４ ．５

７９ １７．９６ １８６ ．５ ３， ３３１ １６．４

８０ ３０．９２ １８２．９ ５， ６５４ ２５ ．５

８１ ３５．３７ １８２．８ ６． ５０２ ２４．９

７３～８１年

平均増加率
３６ ．５ ７． ４ ４６ ．６

　（出所）『貿易年鑑』

荏っ ている。とくにこれらの商品は輸出価格指数の上昇幅が大きく ，むしろ交

易条件は改善されている商品ということができるのである。それにもかかわら

ず貿易収支が改善できないのは，原油輸入額の増大，および輸出価格を国際価

格以下に設定しているがためである。ちなみに原油輸入量，輸入額を示せぱ次

の通りとたる（第１１表）。

　この表で示されるように原油輸入量は１９７９年を最大にして８１年は４００万ハ

ーレノレ弱輸入量が低下している。それにもかかわらず輸入額は１９７９年の３３億

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１２表　財源別

輸入総額 政府保有外貨資金 公共借款
金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

１９７１ ２， ３９４．３ １００ ．０ １， ５９５ ．４ ６６ ．６ ２１０．６ ８． ８

７３ ４， ２４０ ．３ １００ ．Ｏ ３， ２９５ ．６ ７７．７ ２５６ ．３ ６． Ｏ

７５ ７， ２７４ ．４ １００ ．Ｏ ５， ８６５ ．９ ８０．６ ３１５ ．７ ４． ３

７７ １０，８１０．５ １００．０ ９， ０４０ ．１ ８３ ．６ ４６１ ．０ ４． ２

７８ １４，９７１ ．９ １００．０ １２，２５２ ．２ ８１ ．８ ６９４．４ ４． ６

７９ ２０，３３８．６ １００．Ｏ １６，８３２．３ ８２．８ ８３６ ．４ ４． １

８０ ２２，２９１ ．７ １００．Ｏ １９，５３６ ．Ｏ ８７．６ ３１７．Ｏ １． ４

８１ ２６，１３１ ．４ １００．０ ２２，１３２．５ ８４．７ ８１５ ．７ ３． ４

年平均増加率 ３０．０ ３０ ．１ １５ ．３

（出所）『貿易年鑑』

（８２）



　　　　　　　　　　　　　韓国の貿易と国際収支（岩田）　　　　　　　　　　　　８３

３， １００万ドノレから約２倍の６５億２００万ドノレに急増しているのである。それはま

さに原油輸入価格の上昇に寄因しているのである 。韓国の原油輸入単価は１９７３

年平均１バーレル当り２，９３ドルから７９年には１７．９６ドル，そして８１年には３５．３７

ドルヘの急騰である。石油輸入国のすべてにあらわれている状況と同様に韓国

でも原油輸入価格の上昇カミ韓国貿易収支を赤字化させているということである
。

　韓国はこのように輸入を拡大させているが，その背景には政府による輸入奨

励政策が強力におこなわれたということカミある。輸出産業の振興のためには ，

基礎的資材，原料等を輸入しなげれはならないが，民間企業では蓄積が少なく

外貨割り当ても容易でない。それを政府は財閥等を中心とした輸出産業，企業

に対して公的資金の貸し付げをはじめ，対外借款あるいは国際機関からの借り

入れなどによっ て輸入を確保させる政策をおこな ったのである 。第１２表は韓国

の輸入がどのような資金でおこたわれているかを示している 。輸入のための財

源は最近では政府保有外貨資金が８０％以上とな っている。むしろ政府資金の比

率が高まっ ているのは，輸入商品などの政府管理を強めることもできることを

意味している。それは財閥系を中心とした独占的企業の成長を保証し，さらに

日本なとからの部品等々を受げ入れることになるのである。したがって輸入政

策からみても韓国の国家主導型の経済政策が，軍事政権の下で強力におこなわ
　　　　　　　　　　　　１）
れているということである 。

輪入推移　　　　　　　　　　（単位）１００万ドル構成比％

民問借款 外国人投資 そ　の　他

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

２７８ ．８ ６． ２ ５２ ．Ｏ ２． ２ ２５７．５ １０ ．８

２７４ ．７ ６． ５ ９７．４ ２． ３ ２１６ ．２ ５． １

５０５ ．７ ７． Ｏ ６５ ．１ Ｏ．
９ ５２１ ．７ ７． ２

３０４ ．３ ２． ７ ８４ ．４ Ｏ． ８ ９２０ ．５ ８． ５

９１８．５ ６．
１ １０３ ．１ Ｏ．

７ １， Ｏ０３ ．５ ６．
７

１， ２２０ ．４ ６． ８ １９６ ．５ １． Ｏ ９８１ ．９ ４． ８

８６２ ．Ｏ ３． ９ １７７．０ Ｏ． ８ １， ４００．Ｏ ６． ３

１， ０６１ ．３ ４． １ １５３ ．８ Ｏ． ６ １， ９０８ ．２ ７． ３

１４ ．３ １１ ．５ ２２．２

（８３）



８４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第１号）

　１）韓国の経済構造をｒ国家資本主義」と規定し，その特殊性を明らかにしようと

　　する捉え方もある 。たとえ１ま，尾崎彦朔編『新興工業国と第３世界』東大出版会 ，

　　１９８３年を参照 。

５　国　際　収　支

　韓国の貿易状況を輸出商品別，産業別および輸入商品別，産業別状況を通じ

て考察してきた。前述のように韓国貿易収支は一貫して赤字化傾向を続げてい

る。 この貿易収支を含めた経常収支も１９７７年を除いては赤字となっている 。こ

れら貿易収支，経常収支も含めた国際収支の総括状況を示したのが第１３表であ

る。

　韓国国際収支は貿易収支の赤字，移転収支，長期資本収支の黒字という構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１３表　国際収支

１・ 経常収支貿易収支輸出１輸入１貿易外収支１移転収支

１９６４　　　　　△　　　２６．１　　　△　　２４４ ．９

　６５　　　　９．１　△２４０
，３

　６６　　　　△　　１０３．４　　　△　　４２９ ，５

　６７　　△１９１．９　△５７４ ，３

　６８　　△４４０．３　△８３５ ，７

　６９　　△５４８．６　△９９１ ，７

　７０　　△６２２．５　△９２２，０

　７１　　△８４７．５　△１ ，０４５ ，９

　７２　　　　　△　　３７１ ．２　　　　△　　５７３ ，９

　７３　　△３０８．８　△５６６ ，０

　７４　　△２，０２２．７　△１ ，９３６ ，８

　７５　　　　△１ ，８８６．９　　　△１ ，６７１ ，４

　７６　　△３１３．６　△５９０ ．５

　７７　　　　　　　　　１２．３　　　△　　４７６ ，６

　７８　　△１ ，０８５．２　△１ ，７８０，８

　７９　　△４，１５１．１　△４，３９５ ，５

　８０　　△５，３２０．７　△４，３８４ ，１

　８１　△４，４７８．Ｏ　△２，９８５
．１

　１２０．０　　３６４，９　　　２３ ．９

　１７５．６　　４１５，９　　　４６ ・１

　２５０．４　　６７９．９　　１０６ ・５

　３３４．７　　９０８．９　　３０８ ．２

　４８６．３　　１ ，３２２．０　　３９４ ・０

　６５８．３　　１ ，６５０．０　　４９２ ・４

　８８２．２　　１ ，８０４．２　　４９６ ・８

１， １３２．３　２，１７８．２　　
４８３ ・７

１， ６７６．５　２，２５０．４　　５５０
・３

３， ２７１．３　３，８３７，３　　６７
・１

４， ５１５．１　６ ，４５１．９　△３０８
・３

５， Ｏ０３．０　６ ，６７４．４　△４４２
・２

７， ８１４．６　８，４０５．１　△７１
・８

１０，０４６，５　１０，５２３．１　　２６６ ・０

１２，７１０，６　１４，４９１．４　　２２４・０

１４，７０４，５　１９ ，１００．０　△１９４ ・６

１７，２１４，０　２１，５９８．１　△１，３８５ ・９

２０，８８６，０　２３，８７１．１　△２，００７・４

１９４ ．９

２０３ ．３

２１９ ．６

２２５ ．２

２２６ ．１

２４５ ．８

１８０ ．２

１７０ ．６

１６９ ．８

１９０ ．１

２２２ ．４

２２６ ．７

３４８ ．７

２２２．９

４７１ ．６

４３９ ．０

４４９ ．３

５１４．５

（出所）『経済統計年報』（韓国銀行）

（８４）
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か定着している。貿易外収支，短期資本収支は黒字およぴ赤字が一定していな

いという特徴がある。形態的には貿易収支の赤字を移転収支，長期資本収文に

よっ て埋め合わせるという構造にたっている 。

　韓国の貿易収支の赤字は，１９６０年代は商品輸出入金額が小さかったことから ，

それほど大きくはなか った。しかし輸出入の状況をみると輸入超は非常に大き

い。 １９６０年代の輸入額は輸出額の３倍弱であ った。この時期は工業化推進の

ために外国から輸入すべき商品は多いが，輸出できる商品が少なかったという

ことである。韓国は近年においても貿易収支は入超を続けており ，１９７９年，８０

年は４３慮９，５００万ドル，４３億８，４００万ド ノレ と巨額にな っている。しかし輸入額

こそ大きくなっているが，入超幅は小さくな ってきている 。１９７０年代に入ると

輸出は輸入額の５０劣を超えるようになり ，１９８１年には８７劣と輸入額に接近しつ

つある。前述のように韓国貿易収支悪化の原因の一つは原油価格上昇にともな

う原油輸入額の増大であったから，この問原油価格の上昇がなかったならぱ韓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△　マイナス総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）１００万ドル

皿・

欝収支借款 ・投資皿・基礎鮒・欝収支Ｖ・誤差脱漏・・総合収支・・外貨準備

２９
・０　　２２．３　　　２．９　△　４．４　△１．２　△　２．７　　１３６ ．４

　３７，３　　　４６，５　　　４６．４　△　２３ ．１

　２１１．８　　１９５．９　　１０８．４　　　６ ．４

　２０１ ．２　　　　　　　２１０．０　　　　　　　　９ ，３　　　　　　　　８５ ．９

　４３３．８　　３ユ３．７　△　６．５　　　ユ３ ．２

　５９３．５　　　　　５６８，２　　　　　４４，９　　　　　５６ ．５

　５０１．０　　５３５．９　△１２１．５　　１２２．４

　５１２．０　　５５６．３　△３３５．５　　１３４ ．６

　５２１．０　　５２４．０　　１４９．８　△　ユ６ ．３

　６６６．３　　５９１．１　　３５７，５　　　８４ ．０

　９４６．４　　７３２．６　△１ ，０７６．３　△　４５ ．４

１， １７８．３　　ユ ，０５９．８　△７０８．６　　６７９ ．５

１， ３７１．２　　１ ，３０２．２　　１ ，０５７．６　　３５６ ．５

１， ３１２．７　　　　１ ，４９５．５　　　　１ ，３２５，０　　　　　２１ ．４

２， １６６・３　　２，０５２．８　　ユ ，０８１．Ｏ　△１ ，１７１ ．０

２， ６６２．９　　１ ，６２７．３　△１ ，４８８．２　　８４３ ．６

１， ８５６．５　　１ ，８９５．５　△３ ，４６４．２　　ユ ，９４４ ．５

２， ７５３．２　　１ ，６５４．７　△１ ，７２４．８　△　８２．３

△　　７，１　　　　　　　　１６ ．２　　　　　　　１４６ ．３

　４．４　　　　　１１９．２　　　　　２４５
，２

　２３．０　　　　　　　１ユ８．２　　　　　　　３５６ ．６

△　２０．２　　　△　　　１３ ．５　　　　　　　４０９ ．７

△　　７，７　　　　　　　　９３ ．７　　　　　　　５５２ ．９

△５．１　△　４．２　　６０９ ，７

　１３．１　　△　　１８７．８　　　　　５６８ ，１

　３０．１　　　　　１６３．６　　　　　７３９ ，７

　１８．８　　　　　４６０．３　　　　１ ，０９４ ，４

　２７．９　　　△１ ，０９３．８　　　　　１ ，０５５ ．７

△１２１．５　△１５０．６　　１ ，５５０．２

△２４０．５　　ユ ，１７３．６　　２，９６０．６

△３１．７　　ユ ，３１４．７　　４，３０６ ．４

△３１２．Ｏ　△４０１．９　　４，９３７．１

△３２８．７　△９７３．３　　５，７０８．１

△３６９．９　△１ ，８８９．６　　６，５７１ ．４

△５３６．４　△２，３４３．５　　６，８９１ ．０

（８５）
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国貿易収支は出超になることが可能であったのである。それほど韓国の輸出の

伸びは急速であったことを意味している 。

　移転収支は黒字を続げている，１９６０年代の移転収支の黒字はアメリカおよぴ

目本による援助，賠償なとである。この援助，賠償は韓国国際収支均衡化に大

きな貢献をしている。むしろ援助，賠償を得ることによっ て商品輸入をおこた

うことができたのである。そして援助，賠償あるいは公共借款は韓国工業化を

可能にさせたのである。しかしこの援助たどは１９７０年代に入ると国際収支に大

きな影響を与えなくなってきた 。

　援助に代わって増大したのは，いわゆる出稼ぎ労働者による本国への送金で

ある。中東産油国を中心とした，いわゆる建設フームに大量の韓国人労働老が

出稼ぎ労働者として本国をたってい った。本国での労働よりもはるかに高賃金

を得ることが可能であるし，さらに国内の相対的過剰人口処理としても政府の

重要施策となったのである。それは農村や都市の相対的過剰人口のみならず ，

兵役を除隊後の者にも短期的な労働の場が保証されることであった・そしてこ

の出稼ぎ労働者による本国への送金は毎年２０億ドルを超える規模にまで達し国

際収支の改善に寄与したのみならず，韓国の消費需要とくに耐久消費財を中心

とした需要をも喚起したのである。しかし最近におげる原油価格の低迷，原油

輸出の削減による中近東諸副こおける国際収支の悪化は・建設需要を低下せし

め， したがって出稼ぎ労働そのものも縮小せざるをえたくしているのである 。

　貿易収支の赤字に比して長期資本収支は大幅た入超にな っている ・第１４表は

外資導入状況を長期，短期に区分して表示してある 。韓国の外資導入は１９７３年

に１０億ド ノレを超える規模にまで拡大し，最近では１００億ドルに迫るほどにな っ

ている。韓国の外資導入は長期資本の比率が高くなっている。そのうち政府に

よる公共借款が大部分を占め１９６０年代は７０～８０刎こも達した・１９７０年代に入る

とその比率は低下しているとはいえ金額は依然として大きい・韓国の「漢江の

奇蹟」は政府による公共借款を通じて財閥を中心とした資本に資金融通し・投

資を拡大させた。それは韓国の金利を高くすることによっ て外資導入を容易に

させる政策であったのである。しかし国内の資本に対しては公定金利よりも低

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８６）
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第１４表　外資導入種別推移

　　　　　８７

（単位）１００万ド ノレ

△　マイナス

総額１長期１借款１銀行１、。、ポソドその他１短期
１９６４

　　
３５ ・０ 　３６ ・５ 　３０ ・２ 　　一　　一　　一　　

６．

３△１
．５

６５　　１９，３　　４８，５　　３９．１　　　－

６６　　１７７．０　　１９０．９　　１７２．５　　－
６７　　　　　２９７．１　　　　　２１７．６　　　　　２１７．６　　　　　　　－

６８　　５７７．５　　５５６．２　　３６４，２　　４０ ．０

６９　　６６７．７　５４７．６　５０９，０　　３０ ．０

７０　　　　　８５０．５　　　　４５５．３　　　　４３０，３　　　　　２５ ．０

７１　　９８３．９　　７９１．４　　６４４，４　　８９ ．５

７２　　　　　　８２９ ．８　　　　　８０５．５　　　　　７３８，０　　　　　　２０ ．０

７３　　　　１ ，０７４．３　　　　　９９９ ．６　　　　　８６５ ，９　　　　　４９ ．３

７４　　　　１ ，９８６．４　　　１ ，５１７．６　　　　　９８８．３　　　　　２９９ ．５

７５　　　　２，８４５ ．２　　　１ ，７３３．５　　　１ ，２８６ ．５　　　　１００ ．０

７６　　　　２，６１０．８　　　１ ，９４８．４　　　１ ，５５３，１　　　　　５７．１

７７　　　　２，６２７．４　　　２，２５９ ．３　　　１ ，８６８．２　　　　２２９ ．５

７８　　　　３ ，１８９ ．４　　　２，４０９ ．５　　　２，７４７．５　　　　２７２．２

７９　　　　７，０１５ ．６　　　４，５８５．３　　　２，７０７．４　　　１ ，４８３ ．７

８０　　　　８，４７１ ．５　　　４，３８９ ．５　　　２，９３４．１　　　　３９７ ．８

８１　　　　７，２９５ ．５　　　６，０８５．１　　　２，７９９．５　　２，０８３ ．４

　９．４　　　　　一　　　　　一　　△２９ ．２

　３．９　　－　　１４．５　△１３ ．９

　一　　　　　一　　　　　一　　　　７９ ，５

３２．Ｏ　　　　　　　－　　　　　１２０，０　　　　　２１ ．３

　一　　　　　　　一　　　　　　８．６　　　　　１１１ ．８

　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　３８７．５

　８．１　　－　　４９．４　　１７９ ．８

　一一　　　　　一　　　　４７，５　　　　１３ ．４

　一　　　　　一　　　　８４，４　　　　２５．６

１３２，２　　１８，９　　７８．７　４５４．３

１３０．３　　　　　－　　　２１６．７　　　９７２ ．９

１２０，０　　　　　７４．５　　　　　１４３ ．７　　　　　５４０ ．２

　－　　　　６９，９　　　　９１．７　　△５９ ．９

　－　　５６．３　　３３３．５　△６８９ ．６

　－　　　　４３．５　　　３５０．７　　１ ，７４０ ．９

６２４，９　　４７．４　３８５．３　２，９９７．０

６７６．７　　　１３２．７　　　３９２．８　　　９７１ ．０

　（出所）『韓国経済の主要指標』（韓国貿易協会）

い金利を設定し，それだげ大資本に有利にそして投資を活発にさせる誘因とも

なっ た。 しかしこのような一重金利の設定は政 ・財界に多くの腐敗現象をもた

らしたことも事実である。こうして貿易収支の赤字を長期資本を流入すること

によっ て国際収支の均衡化を実現するという構造に現象的にはなったのである 。

この長期資本は公共借款のみならず，民問銀行あるいは国際機関そして民問投

資も含まれているのである 。

　第１５表は国別外国人投資推移である 。１９６２年から８１年までの外国人投資の累

計は１２億７，６００万ドルに達しているが，そのうちの約５０劣が目本資本とな って

いる・とくに目本資本は１９７２年から７６年の期間に集中している 。そして１９７７年

以降はアメリカ資本が相対的比率を高くしている。目本資本は１９６０年代後半か

ら韓国をはじめとＬて東，東南アシアを中心に海外直接投資が増大した。韓国

には，繊維，家電，化学資本たとが海外生産の拠点を設置していった。それは

目本国内での過剰資本，過剰設備，過剰労働者の処理の場として，また韓国の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８７）
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第１５表　国別外国人投資推移 （単位）１００万ドル

１合計１ 目本１
アメ１カ１ 西ドイツ１ オラソダ１ イギ１ス１ 香港１ その他

１９６２－６６ ２３ ．Ｏ Ｏ． ７ ２１ ．９ Ｏ． ３
一 一 ‘

０． １

６７－７１ ７９ ．５ ４７．５ １２．５ ２． ４ ６． ３
０． ３

Ｏ． ３ １０ ．３

７２－７６ ５６９ ．３ ３７８．８ ６９ ．７ ２． ８ ５８．７ ２． ７
３． ５ ５３ ．１

７７－８１ ６０４．２ ２１８．１ ２１０．６ １５．４ ３８．９ １８．３ １６ ．８ ８６ ．２

１９６２－８１ １， ２７６ ．０ ６４５．１ ３１４ ．７ ２０ ．９ １０３ ．９ ２１ ．２ ２０ ．６ １４９ ．７

　（出所）『韓国経済の主要指標』

低賃金労働の利用を目的として，第二国市場進出の拠点としての海外生産であ

った。目本資本による韓国での生産は決して特別剰余価値を取得しうるようた

局度な技術の部門ではたく ，多国籍企業の行動に代表されるような標準化され

た， あるいは既存の技術をともなった資本進出であ った。したがって韓国では

外国資本を導入して工業化を促進させながら，あるいは馬山地域のようにフリ

ーゾーソを設定しても，高度な技術をともなった商品，部品などは海外からと
　　　　　　　　　　　　　　　１）
くに目本から輸入せざるをえなくなったのである 。

　外国資本による生産は，資本の果実がいずれは韓国国内から出ていくことを

意味している 。１９８０，８１年に貿易外収支がそれぞれ１３億８
，６００万ド ノレ，２０億７００

万ドルと巨大な赤字を記録している。この赤字の多くは目本，アメリカ資本へ

資本の果実が韓国から出ていったのである。したがって目本，アメリカなどの

外国資本が韓国国内で海外生産を行うことは，一面では韓国の生産力発展に寄

与し，一定の技術移転もおこなわれることを意味しているが・他面では韓国国

内で生産された剰余価値が外国資本によっ て取得されるということ・すなわち

外国資本によっ て韓国労働者が直接的に搾取されるということである・外国資

本による現地生産はこのように２面性をもつがゆえにＮＩＥＯ宣旨にあるよう

に多国籍企業の行動に観制を与えるべきだとする発展途上国の要求が出てくる

要因があったのである 。

　韓国の国際収支は現象的には経常収支の大幅な赤字を長期資本とくに借款に

よって埋め合わせるという構造である。第１６表は外国人投資および借款の年次

別状況である 。韓国の対外債務は１９８２年末３７２億ドルになっており ，第５次５

か年計画の修正値においても１９８６年には４７４億ドルの観模にまでなる。韓国の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８）



＼　　　　合　　計
１９６２

　６３

　６４

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

　７９

　８０

　８！

　７
，０

　４５ ，２

　３３ ，２

　４９ ．８

　１７７ ．２

２３０ ．２

３７９ ．０

　５１５ ．９

４５５．６

　６８１ ．２

　７９９ ．２

１， ０２４．３

１， ！５０．９

１， ３５５ ．７

ユ， ６５８ ．７

ユ， ９７０．６

２， ８４８．０

２， ８３４ ．４

３， ０３０ ．８

２， ９０５ ．３
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第１６表　外国人投資および借＝款

　６
，４

　４３ ，１

　３０ ，２

　３９ ．１

　１７２ ．４

２１７ ．５

３６４ ．２

　５０９ ．０

４３０．３

　６４４．５

　７３７．９

　８６５ ．９

　９８８ ．３

１， ２８６ ．５

１， ５５３ ．２

１， ８６８ ．３

２， ７４７ ．５

２， ７０７ ．４

２， ９３４．１

２， ７９９ ．９

借　　　款

公共借款

　６
，３

　２４ ，３

　１１ ．１

　ユ１ ，２

　６２ ，８

　７９ ．８

１ユ２ ．１

ユ４８．１

１４７．１

３２３ ．７

４３１ ．４

３８９ ．９

３７３ ．６

４８１ ．９

７１２ ．１

６２６ ．２

８ユ７ ．７

ユ， ユ２３ ．１

１， ５１８ ．３

１， ６２７ ．９

商業借款

　Ｏ
．１

　ユ８，９

　１９ ，１

　２７ ．９

１０９ ．７

１３７ ．８

２５２．１

３６０ ．９

２８３ ．２

３２０．７

３０６ ．６

４７６ ．０

　６１４ ．７

８０４．６　

８４１ ．０

１， ２４２．１

１， ９２９ ．８

ユ， ５８４ ．３

１， ４１５ ．８

ユ， １７２ ．Ｏ

　　　　　８９

（単位）１００万ド ノレ

外国人投資

Ｏ． ６

２． １

３， １

１０．７

４， ８

１２，７

１４．７

７， ０

２５ ，３

３６ ，７

６１ ．２

１５８ ．４

１６２，６

６９ ．２

１０５ ．６

１０２ ．３

１００ ．５

ユ２７，０

９６ ．６

１０５ ．４

（出所）ｒ韓国経済の主要指標』より作成

対外借款は１９６０年後半から急速に増加してい った。とくに１９７０年代になるとさ

らに増加し，最近では年３０億ド ノレを超えている。その内容も公共借款の比率が

高く狂っていることである。前述のように韓国の「高度成長」は外国から資金

導入をおこなって民間資本に低利で貸し付げるという彩態でおこなわれてきた 。

しかし１９８０年に韓国はマイナス成長を記録するまでになり ，従来の大幅な成長

は不可能にな ってきている。そうした中でもｒ高度成長」期の債務は一定の時

期がくれぽ返済しなげればならない。その時期が１９７０年代後半からはじまり ，

その返済のためにさらに借款をしなげればならなくなってきている。そして再

度ｒ高度成長」をおこたうためにはいっそうの外資を導入しなげれぱならなく

なっ てもいる。しかし「高度成長」を今後おこなうことは，現在の世界経済情

勢の下では可能性がほとんどない。それでも借款をせざるをえないところに現

　　　　　　　　　　　　　　　　（８９）



９０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第１号）

在の韓国経済のおかれた特殊性が存在するのである。現在の状況下で対外債務

が増大することになれぱ，フラシル，メキンコ
に．みられるような国家破産寸前

の状況を招く可能性がないともいえない。そこで韓国政府は第５次５か年計画

を修正し，対外債務の計画すたわち！９８６年６４５億ドルから１７１億ド ノレ も減額す

る計画にせざるをえなくなったのである 。それでも１９６０年代，７０年代の債務返

済は韓国経済にとっ ては容易ではない。まして借款には高金利を付している 。

「高度成長期」のように高金利をも上回る成長率があるならは，あるいは個別

資本にとっ ては利潤率が高くなれぱ返済することも可能であろうが，現状では

それらは非常に困難であろう 。しかし国民経済的に対外債務の返済は困難であ

るとしても個別資本にとっ てはそれほど困難であるわけでもたい。個別資本と

くに輸出志向の財閥系を中心とした資本は，対外金利よりも低利で借入してい

るからである。したがって個別資本としては外国からの資金導入を拡大するこ

とがのぞまれている。目本に対して要求した公共，民間合わせて１００億ドルの

借款は返済の可能性よりも韓国の工業化を促進し，財閥，政府，軍部の癒着を

推進する媒体になるのである。まさに借款を通じて生産力を増強し，それがま

た反共の砦としての韓国の地位を強化することになり ，一方でアメリヵ，目本

との従属関係を強めていくことにはかならたい 。

　韓国の国際収支状況を概括することによっ て現代韓国経済の一特徴を明らか

にすることができた。それは生産力の拡大にともなって貿易が拡大し世界経済

への一定の影響力も及ぼすことにもたったことである。すなわち韓国の輸出拡

大にともなう資本主義国際的分業の再編への影響である。たとえは韓国の繊緯

産業の発展と輸出の拡大は，目本をも巻き込んだ繊維国際分業を再編させたし ，

また造船，鉄鋼，家電などの生産力発展も先進資本主義国同一産業に与えた影

響は少たくない。しかし韓国の輸出拡大が世界経済に与えている影響は少たく

ないとはいえ，世界経済の運動に観定される面の方がはるかに大きい。韓国が

自皿的国民経済彬成を目ざしながらも依然として目本，アメリカに従属した経

済構造であり ，資本，技術，市場をも含めて自皿的に発展できる状況にないか

らである。この自皿的経済構造を確立しえない側面が韓国国際収支状況にもあ

　　　　　　　　　　　　　　　　（９０）
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わられているのである 。

　韓国の「高度成長」は，いわぼ外国資本，外国技術に依存してのもので，韓

国が自前で確保しうるのは大量の安価な労働力のみということであ った。その

「高度成長」の過程がより日本，アメリカヘの従属，依存を強めることにな っ

たのである 、１９８０年代に入って成長が鈍化した中で，現在の政治 ・経済体制す

なわち政府官僚，軍部，財閥支配を維持するためには，さらに経済成長を追い

求めたげればたらなくな っている。そしてその財源あるいは資本を国内で十分

調達しえないかぎり外国に依存しなげればならたい。しかし韓国の国際収支状

況は，外資に大きく依存てきる状況てはないことも事実である。先進資本主義

国の不況の長期化は大量の遊休貨幣資本を生み出し，貸付資本への転化を欲し

ている。その一部分がブラジル，メキシ コ， あるいは東 ヨーロッパ諸国に流れ

てい った。その限りでは韓国も外資導入は容易であるかもしれないし，また国

際収支の均衡化を達成することが可能であるかもしれない。しかしその道は前

述のようにアメリヵ，目本をはじめとする先進資本主義国への従属体制を一層

強めることであり ，自皿的国民経済形成への道から遠さかるものであるといわ
　　　　　　２）
ねはたらない。この間題は決して韓国のみの間題ではなく ，いわゆるＮＩＣｓ 諸

　　　　Ａ．年度別海外投資　　　　　国といわれている多くの国の問題で

　　　　　　　　　　（単位）１ ，ＯＯＯド ノレ　　もある
。

＼
投資額 ・件数 累　　計

１）　韓国に対する資本輸出に関して

件数 金額 件数 金額 は， 渡辺広明ｒ韓国にたいする資
１９７０ ２０ １１ ，６９４ ２０ １１ ，６９４

Ｂ． 投資規模別状況
７１ ９ ８， ４８４ ２９ ２０，１７８

（単位）１，ＯＯＯド ノレ

７２ １５ ２， ７３９ ４４ ２２，９１７

７３ １８ １６ ，６０９ ６２ ３９ ，５２６ 投資実額 構成比（％）

７４ ３１ １５，２７８ ９３ ５４，８０４ 件数１金額 件数
７５ ２５ １１ ，０９６ １１８ ６５ ，９００

１金額

７６ ３６ １６ ，８４０ １５４ ８２，７４０
１０万ドル未満 １５２ ７， ４５８ ４７．４ ４． ３

７７ ５３ １５，２１５ ２０７ ９７，９５５
１０～２０万ドル ５７ ６， ７２２ １７．８ ３． ９

７８ ８２ ４５，２８０ ２８９ １４３ ，２３５
２０～５０万ドル ４８ １５，４７９ １５ ．Ｏ ８． ９

７９ ４６ １０１ ，７６６ ３３５ ２４５，Ｏ０１
５０～１００万ドル ２６ １６ ，６４８ ８． １ ９． ６

８０ ３６ △７，２１９ ３７１ ２３７，７８２
１００万ドル以上 ３８Ｉ １２７，２４５ １１ ．７ ７３ ．３

８１ ６３ １０１ ，８４７ ４３４ ３３９ ，６２９ 計 ３２１ １７３ ，６０２ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ

（出所）『貿易年鑑』

韓国に対する資本輸出に関して

　渡辺広明ｒ韓国にたいする資

　　（出所）　『貿易年鑑』

（９１）
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　　本輸出」『経済集志』第５３巻第２号，があり ，アメリカ，日本，ヨーロッバの進

　　出状況を中心に考察されている 、

　２）韓国は日本，アメリカ資本を大量に受け入れているが，一方で資本輸出も増大

　　させている。前べ一ジの表は韓国の年度別海外投資状況（表Ａ）と投資観模別状

　　況（表Ｂ）である 。

　　　Ａ，Ｂ２表から明らかなように投資件数は１９７０年代後半より増大しており ，累

　　計金額も１９８１年には３億３，９００万ドルにまで達している。そして１００万ドル以上

　　 の投資件数も増え，金額的には全投資の７３．３劣を占めるほどにもた っている。投

　　資先は主に東南アソア地域であるが，海外投資の拡大は，韓国内において巨大企

　　業が彩成されつつあるということと，一方では過剰資本も存在しているというこ

　　とを示すものであろう 。

　　　なお韓国の海外投資については，中川信義「韓国の対外投資と企業の多国籍化」

　　を参照 。

６　お　わ　　り　に

　韓国の貿易およぴ国際収支を，『貿易年鑑』，『韓国の主要経済指標』などの

統計数字を中心にして分析してきた。韓国の経済成長を支えてきた貿易がどの

ようた規模と内容をもっ ておこなわれてきたのか，それを推進してきた韓国の

政治 ・経済状況はどのようなものであったのか，そして国際収支状況にどのよ

うに反映しているのかなどであった。現代韓国経済の特徴は，目本との関係で

いえほ，一部で目本の国際的下請げ生産が行われており ，目本資本受げ入れの

ための環境も整備してきた。一方では目本資本と競合する韓国資本あるいは産

業部門の治頭も著しい。目韓経済関係は，韓国の国際的下請け化の進行と競合

産業部門 ・資本の発展という二極構造が特徴的とな っている。したがって韓国

貿易の概況とともにこの目本との貿易，国際的分業関係の特質を明らかにしな

げれはならない。目韓貿易 ・国際的分業関係の解明は，韓国経済の今後の動向

を明らかにするだげでなく ，日本資本主義の今後の動向を明らかにする一断面

となるものである 。

　次稿では目韓貿易の構造を分析する予定である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９２）




